
現在進行形の宇城市を知る
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熊本地震から4年  住まい確保の一助に

「災害公営住宅」  全181戸の建設が完了

　
　

入
居
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　

災
害
公
営
住
宅
は
、
熊
本
地
震
で
自

宅
が
被
災
し
た
世
帯
向
け
の
住
宅
で

す
。
響
原
復
興
住
宅
に
入
居
し
た
2
人

に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

美み

の

べ

濃
部　

徹
さ
ん（
64
）

　

熊
本
地
震
後
、
自
宅
が
半
壊
判
定
と

な
り
公
費
解
体
を
し
ま
し
た
。
そ
の
後

2
年
ほ
ど
の
み
な
し
仮
設
住
宅
生
活
を

経
て
、
昨
年
2
月
に
入
居
し
ま
し
た
。

　

豊
野
に
戻
っ
て
き
た
の
は
、
や
は
り

地
元
で
暮
ら
し
た
か
っ
た
か
ら
で
す

ね
。
買
い
物
な
ど
多
少
の
不
便
は
あ
り

ま
す
が
、
車
が
あ
る
う
ち
は
あ
ま
り
気

に
な
り
ま
せ
ん
。
今
は
孫
た
ち
に
会
い

に
行
く
の
が
一
番
の
楽
し
み
で
す
。

藤
田　

都み
や
こ子
さ
ん（
71
）

　
自
宅
が
半
壊
と
な
り
ま
し
た
が
、
初

め
は
そ
の
ま
ま
暮
ら
そ
う
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
け
れ
ど
、
兄
な
ど
家
族
の
心

配
も
あ
り
公
費
解
体
す
る
こ
と
に
。

こ
こ
に
来
て
か
ら
、
３
月
で
ち
ょ
う

ど
1
年
に
な
り
ま
し
た
。
な
か
な
か
近

所
の
人
と
会
う
機
会
も
少
な
く
て
新
し

い
人
間
関
係
づ
く
り
が
大
変
で
す
が
、

月
1
回
の
お
茶
会
に
は
必
ず
顔
を
出
す

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

長
崎
久
具
線 

開
通
し
ま
し
た

　

市
で
は
平
成
17
年
5
町
合
併
時
の

「
5
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
下
表
）の
一
つ

と
し
て
、
交
通
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ

る
た
め
に
平
成
18
年
か
ら
長
崎
久
具
線

道
路
改
良
工
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

長
崎
久
具
線
は
不
知
火
町
長
崎
地
区

か
ら
県
道
八
代
鏡
宇
土
線
を
結
ぶ
路
線

で
、
県
道
八
代
不
知
火
線
と
県
道
八
代

鏡
宇
土
線
間
の
約
７
０
０
㍍
は
平
成
23

年
に
供
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
3
月
28
日
に
は
、国
道
2
６
６
号（
不

知
火
中
学
校
前
）か
ら
県
道
八
代
不
知

火
線
ま
で
の
新
設
道
路
区
間（
大
野
川

橋
94
・
5
㍍
を
含
む
約
１
３
０
０
㍍
）

が
開
通
し
ま
し
た
。

　

こ
の
区
間
の
開
通
に
よ
り
、
宇
城
市

不
知
火
支
所
前
の
交
差
点
で
発
生
し
て

い
る
慢
性
的
な
交
通
渋
滞
が
緩
和
さ

れ
、
宇
城
広
域
連
合
南
消
防
署
か
ら
不

知
火
方
面
へ
出
動
す
る
緊
急
車
両
も
短

時
間
で
通
行
可
能
と
な
り
ま
す
。
地
域

住
民
の
防
災
や
生
活
改
善
、
地
域
経
済

発
展
へ
の
効
果
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

完成年

平成25

平成26

平成28

平成31

一部完成

5大プロジェクト

豊野小中一貫校建設

宇城氷川スマート
インターチェンジ建設

松橋駅整備

新戸馳大橋建設

長崎久具線整備

問 

土
木
課　

☎（
32
）１
６
８
３

　
　

�　

宇
城
市
の
将
来
を
担
う
2
つ
の

事
業
に
つ
い
て
、
成
田
正
博 

前

土
木
部
長
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

災
害
公
営
住
宅
に
つ
い
て

　

熊
本
地
震
後
、
災
害
公
営
住
宅
建
設

は
人
手
不
足
に
よ
る
入
札
不
調
が
続
き

一
時
は
ど
う
な
る
こ
と
か
心
配
し
ま
し

た
が
、
全
戸
が
無
事
完
成
し
、
県
内
で

い
ち
早
く
着
工
で
き
た
と
き
の
喜
び
を

思
い
出
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、
入
居
者

同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ

た
明
る
く
笑
顔
の
あ
る
団
地
に
な
っ
て

い
く
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

長
崎
久
具
線
に
つ
い
て

　

長
い
年
月
を
か
け
た
長
崎
久
具
線
の

開
通
効
果
に
は
大
き
な
期
待
を
持
っ
て

い
ま
す
。
渋
滞
の
緩
和
だ
け
で
な
く
、

各
方
面
、
目
的
地
へ
の
時
間
短
縮
も
図

ら
れ
ま
す
。
東
西
を
結
ぶ
幹
線
道
路
と

し
て
、
今
後
東
側
に
延
び
る
大
野
川
リ

バ
ー
サ
イ
ド
ロ
ー
ド（
仮
称
）と
合
わ
せ

市
民
に
喜
ば
れ
る「
み
ち
」と
な
る
こ
と

と
信
じ
て
い
ま
す
。

県道八代不知火線と国道266号（奥）を結ぶ

最
重
要
課
題
は

一
日
も
早
い
住
ま
い
の
再
建

　

熊
本
地
震
か
ら
の
復
興
は
、
ま
ず
住

宅
の
再
建
、
住
ま
い
の
確
保
が
最
重
要

課
題
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
平

成
28
年
9
月
に
自
宅
が
半
壊
以
上
の

罹り
さ
い災

判
定
を
受
け
た
世
帯
に
対
し
て
市

が
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は「
自
力
で

住
宅
再
建
す
る
」と
の
回
答
が
多
数
で

し
た
が
、「
高
齢
な
ど
の
理
由
で
資
力

が
な
く
自
宅
再
建
は
難
し
い
」と
の
声

も
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
市
は
被
災

者
に
恒
久
的
な
住
ま
い
を
提
供
す
る
施

策
の
一
つ
と
し
て
災
害
公
営
住
宅
の
建

設
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

建
設
戸
数
や
建
設
地
に
つ
い
て
は
、

入
居
を
希
望
す
る
世
帯
の
意
見
を
踏
ま

え
て
、
よ
り
要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う

整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
平
成
30
年

1
月
30
日
、
県
内
で
最
も
早
く
着
工
し

た
豊
野
町
響ひ

び
き
が
は
ら

原
を
皮
切
り
に
、
市
内

10
カ
所
に
計
１
８
１
戸
を
建
設
。
今
年

の
３
月
に
全
て
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
生
活
の
拠
点
と
な
る

住
ま
い
の
確
保
が
実
現
す
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

戸数
10
10
16
22
30
27
6

20
20
20

所在地
御領
御領
両仲間
南豊崎
曲野
大野
南海東
小野部田
川尻
糸石

住宅名
御領第1復興住宅
御領第2復興住宅
両仲間復興住宅
南豊崎復興住宅
曲野中村復興住宅
松橋大野復興住宅
海東復興住宅
小野部田復興住宅
川尻復興住宅
響原復興住宅

町名

不知火町

松橋町

小川町

豊野町

市
が
独
自
に

入
居
者
へ
初
期
費
用
を
助
成

　

市
の
独
自
の
事
業
と
し
て
、
災
害
公

営
住
宅
に
入
居
す
る
世
帯
に
対
し
、
入

居
時
の
経
済
的
な
負
担
を
軽
減
さ
せ
る

た
め
、
25
万
円
分
の
生
活
用
具
支
援
券

を
交
付
し
て
い
ま
す
。
今
年
の
５
月
末

ま
で
に
入
居
決
定
し
た
人
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

市民生活改善に向けて　

　熊本地震からの一日も早い
生活再建を目指して、市は平
成30年3月に「宇城市復興まち
づくり計画」を策定。前号に
掲載した防災拠点センター整
備に加え、災害公営住宅の建
設により恒久的な住まいを提
供し、安全で安心なまちづく
りを推進しています。

問 都市整備課　☎32ｰ1694

災害公営住宅

　地方公共団体が、災害によ
り滅失した住宅に居住し、自
力での住宅再建が難しい人に
賃貸するために、公営住宅法
に基づいて建設するもの。一
般の市営住宅とは入居要件が
異なる。
　建設から数年経過すると、
一般の市営住宅として使用す
ることができる。

完成したばかりの小野部田復興住宅。タイプの異なる20戸が立ち並んでいる
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